近年のホスティン・ボラグ遺跡( 匈奴の生産址遺跡群) の調査 by 臼杵 勲 et al.
24
金大考古 75　　2017,　　24-35.　近年のホスティン・ボラグ遺跡 ( 匈奴の生産址遺跡群 ) の調査
I. ホスティン・ボラグ遺跡の概要と調査の
歴史 ( 図 1, 図 2)
査が実施された 3)。2010 年 5 月にモンゴル科学ア
カデミー考古学研究所の研究員 Ch. アマルトゥブシ
ン、G. エレグゼン、N. バトボルド氏らがスラグの




研究所 ( 当時 ) との間で研究協定 ( プロジェクト名
“History of Mongolian Metallurgy”)を締結し、ホスティ
ン・ボラグ遺跡の発掘調査を開始した。2014 年に
は研究協定を更新し、プロジェクト名を ”History of 













( 標高では 20 ｍ上 ) で土器片やスラグの散布して
いる地点などを発見している。
　共同研究者のアマルトゥブシンは、エギーン・















































ライン・オハー遺跡 (Намсрайн ухаа) の匈奴の一般
墓を 2 基発掘調査している。調査エリアから北北
東へ 35㎞の地点には匈奴の土城であるテレルジ土




跡から北北東へ 25㎞の地点にブルフ土城 (Бүрхийн 
дөрвөлжин) が、南へ約 20km の地点にはフレート・
ドブ土城 (Хүрээт дов) が位置し、さらに南にはウン
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1. ホスティン・ボラグ　2. バガ・ナリーン・アム　3. ボラギーン・アム　4. ノヨン・オール　5. ボロー　6. ズーン・
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実施した。衣服や木製の鞍などの副葬品が見つかっ
ている。人骨の C14 年代測定結果は 2σ で 1218 ‐









いる。段丘の縁辺部に東西 240m ×南北 50m の範
囲で鉄鉱石や鉄滓、炉壁が散布している ( 図 3)。モ
ンゴルで初めて見つかった製鉄遺跡であり、2011






から 2 つの時期に分けられる。第 1 期はおおよそ
紀元後 1 世紀、第 2 期は紀元前 1 世紀 ( あるいは
それ以前 ) の年代が与えられている。
　第 1 期の製鉄炉は 4 基 (1 号・4 号・5 号・7 号
製鉄炉 ) 確認されている。これらは、ほぼ同じ炉形
をなしている。第 2 期の製鉄炉は 5 基 (2 号・3 号・




タイプ１ ( 図 4)：約 50㎝四方の小さな方形の土坑
とやや幅広の楕円形ないしは隅丸方形の土坑 ( 約
200cm × 100cm) という二つの部分で構成され





られる。1 号製鉄炉、4 号製鉄炉と 5 号製鉄炉の
3 基の製鉄炉は、焙焼炉を中心に一定の間隔を置
いて放射状に配置されている。
タイプ２ ( 図 5)：2 号製鉄炉は、大きな方形のス







タイプ３ ( 図 6, 図 7)：製鉄炉と廃棄土坑がトンネ
ルでつながっているタイプである。8 号製鉄炉を
例にすれば、隅丸長方形の土坑 ( 図 7 の左側の土
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グピットを持つ製鉄炉本体で、南側の隅丸長方
形の土坑が廃棄土坑 ( 図 7 の右側の土坑、東西
110cm ×南北 65cm, 深さ 44cm) であり、それら
を繋ぐトンネルが確認されている。
②焙焼炉 ( 図 8)
　焙焼炉は 2 基確認されており、おおよそ方形
(60cm × 80cm、50cm × 60cm) である。土坑の
中は 1cm 角前後の鉄鉱石の破片と木炭、灰、そし




















( 図 9)、炉壁片 ( 図 10)、そしてスラグである。つ
まり鉄生産に関連する資料しか出土していない状況
である。スラグはすべて製錬の工程で生成するスラ
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で土製羽口を使って送風し、直接製鉄法で鉄 (Bloom 
Iron) が生産されていた。そして、製錬工程しか行
われておらず、生産された鉄は “ どこか ” へ運ばれ、









跡 ( 図 11) ではタシュティク文化期の製鉄炉が 6 基
調査されている。いずれも方形の製鉄炉に楕円形の
廃棄土坑が伴うタイプ 1 の製鉄炉で、土製の羽口
が出土している。一方、トルチェヤ遺跡 ( 図 12) で
は紀元前後の年代が与えられる、トンネルを持つタ

















併行する時期のエルガ文化 ( 紀元前 2 世紀～紀元後
4 世紀 ) の製鉄炉も調査されている 11)。図 13 はブル・
ドゥルン遺跡の製鉄炉で、放射性炭素年代 ( 未較正
年代 ) は、炉の底部が 1915 ± 35、ピットの覆土




























































されたノヨン・オール ( ノイン・ウラ ) 遺跡の北西





( 左下 : 四川省古石山遺跡　右下 : 河南省古榮鎮遺跡 )
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km の地点である ( 図 2)。製鉄工房はホスティン・
ボラク１( 図 15 の KBS1)、窯址群についてはホス
ティン・ボラク２( 図 15 の KBS2)、ホスティン・
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ある可能性が高いと考えられた。
　このような炭化物・窯壁体片・瓦片を多量に含
む幅約 3 ｍの竪穴状の遺構断面は、100m ほどの
広がりを持ち、複数地点確認された ( 北西から K1
～ K5 と呼称 )( 図 16)。モンゴル・韓国調査隊が
1999 年に窯址を調査した地点から東へ約 700m の
地点となる。





握することができる ( 図 17、18)。
図 15　ホスティン・ボラク遺跡群
図 16　ホスティン・ボラク２遺跡図 17　竪穴状遺構写真 (南から )
図 18　竪穴状遺構平面図
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( 北側 ) で 60 ～ 30㎝の掘り込みを持ち、斜面下部



























































図 19　ホスティン・ボラク２遺跡 K3 地点
図 20　K3 地点完掘状況 (南から )
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都周辺の技術ではない可能性が高い見通しを得てい図 21　K3 地点土坑 1( 南から )
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　以上の研究は、基盤研究 (A)「初期遊牧国家の比



















































るはずのもので、「これ ( 民俗編のこと ) ができた
ら地名民俗学の本をまとめたい」という伊藤の言葉
